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家 族 向 け
オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

４
月
１
日
、
明
野
駐
屯

地
で
、
転
入
・
新
婚
家
族

向
け
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。

新
た
な
職
場
に
対
す
る

理
解
と
信
頼
感
を
得
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

参
加
し
た
隊
員
家
族
は
、

明
野
駐
屯
地
及
び
周
辺
に

関
す
る
情
報
や
福
利
厚
生

事
業
の
説
明
を
受
け
た
他
、

航
空
機
整
備
の
現
場
や
救

難
消
防
車
な
ど
楽
し
そ
う

な
様
子
で
見
学
を
し
て
い

た
。

観 桜 会

４
月
１
日
、
満
開
の
桜
の
も
と

明
野
駐
屯
地
で
、
観
桜
会
が
行
わ

れ
た
。

駐
屯
地
と
し
て
観
桜
会
を
開
催
す

る
の
は
実
に
4
年
ぶ
り
と
な
り
、

地
域
の
皆
様
を
は
じ
め
隊
員
、
隊

員
家
族
が
交
流
を
深
め
素
晴
ら
し

い
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

令 和 5 年 度 モ ニ タ ー 委 嘱 式

４
月
１
日
、
明
野
駐
屯
地

で
、
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
に
対

す
る
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
式
を
実

施
し
た
。

式
に
お
い
て
は
、
駐
屯
地

司
令
か
ら
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー

に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

陸
上
自
衛
隊
の
航
空

科
部
隊
の
統
制
部
隊

と
し
て
、
自
隊
の
航

空
機
や
他
の
部
隊
か

ら
参
加
し
た
航
空
機

と
協
同
し
て
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
火
力
戦
闘
や

空
中
機
動
な
ど
、
航

空
機
の
特
性
を
最
大

限
発
揮
し
た
展
示
を

行
っ
た
。

防
衛
大
臣
や
陸
上

幕
僚
長
も
視
察
さ
れ

た
同
演
習
は
、
観
覧

し
た
自
衛
隊
員
に
対

し
て
戦
闘
の
様
相
を

教
育
す
る
の
み
な
ら

ず
、
Y
o
u
T
u
b
e
で

も
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
、

自
衛
隊
の
広
報
活
動

や
国
内
外
へ
の
抑
止

効
果
増
大
な
ど
、
意

義
高
い
訓
練
に
な
っ

た
。

広 島 サ ミ ッ ト富 士 総 合 火 力 演 習

春
に
芽
吹
い
た
葉
が

青
々
と
感
じ
ら
れ
る
こ

の
頃
、
令
和
５
年
５
月

19
日
（
金
）
～
21
日

（
日
）
の
間
、
管
気
隊

第
１
派
遣
隊
は
第
49
回

先
進
国
首
脳
会
議
（
Ｇ

７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
）
に

お
い
て
、
管
制
気
象
支

援
を
実
施
し
た
。
管
制

隊
長
岡
野
１
尉
以
下
９

名
、
Ｐ
ー
20
等
車
両
６

両
で
編
成
し
、
海
田
市

駐
屯
地
等
に
展
開
し
た
。

各
人
は
そ
の
場
所
に

お
い
て
天
候
の
急
変
等

に
迅
速
適
切
に
対
処
し
、

無
事
任
務
を
完
遂
し
、

明
野
の
地
へ
帰
還
し
た
。

移動気象観測装置

Ｐ－２０（着陸誘導装置）

Ｐ－２０（着陸誘導装置）

飛
行
教
導
隊
は
、
５
月
８
日
か
ら

５
月
⒙
日
ま
で
の
間
、
東
富
士
演

習
場
で
実
施
さ
れ
た
富
士
総
合
火

力
演
習
に
参
加
し
た
。
同
隊
は
、

ＡＨ－１Ｓ、ＯＨ－１による
空中機動掩護

初参加したＵＨ－２による
オートバイ空輸

ＵＨ－１による
リぺリング

あ け の



（２）あ け の第３３２号

～
航
空
学
校

総
務
部
～

～
航
空
学
校

企
画
室
～

航
空
学
校
企
画
室
は
、
陸
上
幕
僚
監
部
及
び
教
育
訓
練
研

究
本
部
並
び
に
各
職
種
学
校
又
は
各
部
隊
の
司
令
部
等
と

の
窓
口
で
あ
る
と
と
も
に
、
両
分
校
を
含
む
航
空
学
校
の

業
務
全
般
に
つ
い
て
統
制
・
調
整
し
、
学
校
長
を
直
接
補

佐
し
て
い
ま
す
。

常
に
「
す
べ
て
は
部
隊
・
隊
員
の
た
め
に
」
と
の
思
い

で
、
室
員
一
同
各
種
業
務
に
誇
り
と
責
任
を
持
ち
業
務
に

邁
進
し
て
い
る
次
第
で
す
。

ま
た
、
教
訓
と
訓
練
評
価
が
一
体
化
さ
れ
る
中
、
令
和

五
年
三
月
か
ら
双
方
の
機
能
を
企
画
室
が
所
掌
し
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
航
空
学
校
の
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
尽
力
す
る
所

存
で
す
。

な
か
な
か
近
寄
り
が
た
い
雰
囲
気
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
忙
し
い
中
に
お
い
て
も
和
気
あ
い
あ
い
と
冗
談

を
言
い
合
い
、
風
通
し
の
良
い
雰
囲
気
で
勤
務
し
て
い
ま

す
。
明
野
駐
屯
地
の
皆
様
！
ど
う
か
足
を
運
ん
で
い
た
だ

け
た
ら
室
員
一
同
大
歓
迎
し
ま
す
。

航 空 救 難 訓 練 明
野
駐
屯
地
は
3
月
17
日
、
航
空
救
難
訓

練
を
実
施
し
た
。

駐
屯
地
の
外
で
航
空
機
事
故
が
発
生
し
た

と
い
う
想
定
の
も
と
、
駐
屯
地
に
航
空
救
難

サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響
い
て
訓
練
が
開
始
さ
れ
、

隊
員
た
ち
は
迅
速
に
情
報
収
集
、
救
難
部
隊

の
出
動
準
備
を
整
え
、
万
が
一
の
事
態
に
備

え
た
。

航
空
学
校
総
務
部
は
、
中
澤
１
佐
を
核
心
と
し
、
総
務

課
・
航
空
管
理
課
・
管
理
課
・
会
計
課
・
衛
生
課
で
航
空

学
校
総
務
業
務
・
明
野
駐
屯
地
司
令
職
務
及
び
駐
屯
地
業

務
隊
業
務
等
広
範
な
業
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

総
務
部
業
務
は
共
通
職
と
い
う
こ
と
も
あ
り
航
空
科
以

外
の
隊
員
も
多
い
で
す
が
、
航
空
学
校
・
明
野
駐
屯
地
の

た
め
に
日
々
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
総
務
部
員
の

３
分
の
1
は
事
務
官
・
技
官
で
編
成
さ
れ
、
特
に
駐
屯
地

の
各
種
施
設
等
の
維
持
整
備
及
び
隊
員
の
福
利
厚
生
・
隊

員
の
食
事
の
提
供
等
ほ
と
ん
ど
が
自
衛
官
以
外
の
職
員
が

担
っ
て
い
ま
す
。

総
務
部
は
、
総
務
部
長
の
「
思
い
や
り
」
「
創
意
」
の

要
望
事
項
を
胸
に
、
よ
り
良
い
航
空
学
校
・
明
野
駐
屯
地

を
目
指
し
て
業
務
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

ホイスト訓練の様子（衛生課）

家族オリエンテーション（総務課） 消防訓練（航空管理課）
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栄

光

の

紹

介

定

年

退

官

第
21
期
初
級
陸
曹
航
空
通
信
整
備
課
程

優
等
賞

整
備
部

佐
々
木
３
曹

こ
の
賞
に
恥
じ
ぬ
よ

う
努
力
し
、
部
隊
の
任

務
達
成
に
貢
献
で
き
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
引
き
続

き
知
識
、
技
能
の
向
上

に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

第
58
期
初
級
陸
曹
航
空
機
整
備
（
Ａ
Ｈ
）

課
程

首
席
賞

整
備
部

近
藤
３
曹

３
月
７
日

整
備
部

１
等
陸
尉

井
上

真
弥

『
言
語
化
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』

【
質
問
に
瞬
時
に
言
葉
を
返
せ
る
人
に
な
る

１
日
２
分
の
メ
モ
ト
レ
】

自
分
の
考
え
を
う
ま
く
言
葉
に
で
き
な
い
人

は
、
モ
ヤ
モ
ヤ
を
言
葉
に
す
る
力
、
す
な
わ

ち
『
言
語
化
力
』
を
鍛
え
る
こ
と
が
重
要
。

「
言
葉
が
瞬
時
に
出
て
く
る
状
態
」
＝
「
脳

が
訓
練
さ
れ
た
状
態
」
、
２
週
間
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
、
早
い
人
で
数
日
で
効
果
が
感
じ

ら
れ
る
。

紙
と
ペ
ン
と
時
計
を
用
意
し
い
ざ
実
践
！

次
の
質
問
に
２
分
間
で
書
き
出
し
ま
す
。

「
今
の
仕
事
に
対
し
て
自
分
は
ど
う
感
じ
て

い
る
か
。
今
の
仕
事
に
自
分
が
求
め
て
い
る

も
の
は
何
か
。
一
番
大
切
に
し
た
い
ポ
イ
ン

ト
は
。
」
（
質
問
は
何
で
も
可
）

言
語
化
で
き
て
い
な
い
状
態
は
、
目
標
が
定

ま
っ
て
お
ら
ず
、
脳
の
働
き
が
実
に
も
っ
た

い
な
い
ま
ま
で
あ
り
、
言
語
化
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
よ
り
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
・
結
果
も

表
れ
て
く
る
。

Ｍ
Ｌ
Ｂ
の
大
谷
翔
平
選
手
は
高
校
時
代
か
ら

８
１
個
の
マ
ス
目
へ
の
「
目
標
達
成
シ
ー

ト
」
を
作
成
し
て
い
た
こ
と
は
有
名
な
話
で

す
が
、
言
語
化
は
確
実
に
意
識
と
行
動
に
変

化
を
与
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
嫁
・
姑
の
前
で
は
無
駄
に

終
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
・
・
・
汗

（
中
部
方
面
管
制
気
象
隊
第
１
派
遣
隊
長
）

中
部
方
面
総
監
初
度
視
察
儀
仗
隊
に
お
け
る

優
秀
隊
員
の
儀
仗
隊
員
と
し
て
の
功
績

中
方
管
制
気
象
隊
第
１
派
遣
隊

田
中
１
士

表
彰
さ
れ
た
こ
と
を
自

信
に
変
え
、
日
々
精
進
に

努
め
ま
す
。

３
月
13
日

企
画
室

１
等
陸
佐

長
濱

雅
之

３
月
13
日

２
教
部

１
等
陸
佐

土
子

邦
之

次
は
無
事
故
10
万
㎞

を
目
指
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
指
導
と
ご

支
援
に
感
謝
し
つ
つ
、

思
い
や
り
を
持
っ
た
運

転
を
心
が
け
て
い
き
ま

す
。

車
両
無
事
故
走
行
５
万
㎞

第
１
教
育
部

堀
崎
曹
長

こ
の
度
、
無
事
故

走
行
５
万
㎞
を
達
成

し
ま
し
た
。
今
後
も

安
全
運
行
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

今
後
も
安
全
運
行
に

努
め
ま
す
。

車
両
無
事
故
走
行
５
万
㎞

第
１
教
育
部

林
２
曹

車
両
無
事
故
走
行
５
万
㎞

第
１
教
育
部

酒
井
２
曹

車
両
無
事
故
走
行
５
万
㎞

第
１
教
育
部

秋
吉
２
曹

Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｙ

Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

Ｏ
Ｆ

Ｔ
Ｈ
Ｅ

Ｙ
Ｅ
Ａ
Ｒ
２
０
２
２

奨
励
賞

第
１
教
育
部

林
２
曹

写
真
教
官
と
し
て
、

さ
ら
に
高
み
を
目
指
し
、

技
術
を
磨
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

３
月
10
日

１
教
部

２
等
陸
佐

榮

洋
一
郎

１
４
１
初
級
陸
曹
特
技
課
程

中
隊
長
賞

第
10
飛
行
隊

橋
住
３
曹

助
教
の
方
々
、
同
期
の

方
々
に
感
謝
し
て
精
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

３
月
28
日

第
３
０
６
基
地
通
信

中
隊
明
野
派
遣
隊

陸
曹
長

猪
之
鼻

王
作

第
３
０
６
基
地
通
信
中
隊
明
野
派
遣
隊
長

２
等
陸
尉

赤

間

俊

介

駐
屯
地
の
皆
様
に
よ
り
よ
い

通
信
を
提
供
で
き
る
様
精
進
し

ま
す
。

３
月
31
日

総
務
部

防
衛
技
官

坂
口

敏
幸

３
月
31
日

総
務
部

防
衛
技
官

坂
本

真
弓

３
月
31
日

総
務
部

防
衛
技
官

尊
田

惠
都
子

３
月
９
日

総
務
部

３
等
陸
佐

近
重

有
正


